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1．はじめに

　足羽山は，福井平野の中央に位置する孤立丘陵で
あり，福井県に生息する哺乳類48種（福井県福祉環
境部自然保護課，2002）のうち22.9％の11種が生息し
ているとされてきた（福井市自然史博物館，2008）．
このうち，食肉類は在来種のタヌキ Nyctereutes 

procyonoides，ニホンアナグマMeles anakuma，ニホ
ンイタチ Mustela itatsi，および外来種のハクビシン
Paguma larvataの4種である．近年，これらに加え
外来種のアライグマ Procyon lotorおよびシベリアイ
タチ Mustela sibiricaの生息が新たに確認された（鈴
木，2013，2014a）．アライグマ，ハクビシン，ノネ
コ Felis silvestris catusなどの外来食肉類は，ニッチの
類似するタヌキなど在来食肉類との競合や希少種の捕
食などにより日本各地で生態系にさまざまな影響を与
えるおそれがある（山田ほか編，2011）．足羽山の生
態系に対する外来食肉類の影響を解明し，モニタリン
グしていくためには，食肉類の生息状況を把握する必
要がある．哺乳類の生息調査の方法として，主に自動
撮影カメラを用いた方法（遠藤・北村，2014など），
フィールドサインの観察（關ほか，2015），捕獲（内
藤，2010など）があり，著者は2013年よりこれらの方
法を併用し，足羽山周辺で調査を行ってきた（鈴木，
2013，2014b）． 
　捕獲による生息調査は，自動撮影カメラで撮影され
た写真による種判別やフィールドサインの観察が難し
い小型哺乳類を対象に行われることが多い．しかし，
食肉類の生息調査においても，写真による種判別が困
難な種（ニホンイタチとシベリアイタチなど）や，外
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見的に雌雄差の小さい種の性別を確認するのに捕獲調
査は有効である．また，捕獲個体の体重や全長などの
外部形態に関するデータを収集・蓄積することで個体
の成長や栄養状態の季節変化，個体群の形態的特徴な
どを明らかにすることも可能である．本稿では，足羽
山に生息する食肉類の生息状況および形態的特徴を明
らかにするため2015年6月から11月にかけて行った捕
獲調査の結果を報告する．

2．調査方法

　捕獲には，吊りエサ式箱わな（栄工業捕獲器ジャン
ボRB61，長さ650mm×幅290mm×高さ290mm）を
使用し，誘引エサとして鶏肉の唐揚げや魚肉ソーセー
ジを用いた．わなは夕方設置し，翌朝見回りを行った．
捕獲がなかった場合は，連続で原則1週間以上（最長
63日）同じ地点にわなを設置し，設置期間中は毎朝見
回りを行った．10日以上同じ地点にわなを設置する場
合には，1週間ほどたった時点で設置場所を10m以上
移動させた．わなの設置場所として，足羽山の環境が
異なる12地点を選定し（図1，表1），2015年6月5日か
ら11月30日までの調査期間全体で1,158トラップ・ナ
イト（1つのわなを1晩設置した捕獲努力量を1トラッ
プ・ナイトとする），一晩で最大9地点に1個ずつわな
を設置した．
　捕獲個体は原則として，メデトミジンとセボフルラン
の併用またはケタミンによる麻酔下で，外部計測，遺
伝子サンプル採取のための耳の先端の切除（右側）お
よびプラスチック標識の装着を行った後，捕獲場所に
放獣した．飼い猫とノネコの区別が困難であるネコに
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別にみるとタヌキ13個体（のべ14個体），アライグマ4
個体，シベリアイタチのべ9個体およびネコのべ12個
体であった．再捕獲は少なくとも2回で，タヌキ1頭と
シベリアイタチ1頭がそれぞれ2回捕獲された．調査期
間中にわなの近くに設置した自動撮影カメラには，上
記4種のほかにニホンアナグマとハクビシンも記録さ
れたが（図2），捕獲できなかった．調査地点ごとに見
ると，タヌキはD地点（4個体，捕獲率2.8%），アライ
グマはK地点（2頭，捕獲率4.9%），シベリアイタチは
A地点（4個体，捕獲率2.9%），ネコはJ地点（4個体，

ついては，計測や標識装着等を行わずにすみやかに放
獣した．また，外来生物法で特定外来生物および緊急
対策外来種に指定されているアライグマ全個体および
重点対策外来種のシベリアイタチの一部個体は安楽死
させ，学術標本として福井市自然史博物館に収蔵した．

3．結果

　本調査全体を通してのべ39個体の食肉類が捕獲さ
れ，全体の捕獲率は3.4％であった（表2, 3, 4, 5）．種
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図1：捕獲罠の設置場所（A～ L）およびタヌキの幼体を保護した場所（＊）

表1：捕獲罠設置地点の植生および月ごとの罠設置日数（トラップ・ナイト）
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表4：調査地点・月ごとのシベリアイタチの捕獲数（捕獲率%）

表2：調査地点・月ごとのタヌキの捕獲数（捕獲率%） 表3：調査地点・月ごとのアライグマの捕獲数（捕獲率%）

表5：調査地点・月ごとのネコの捕獲数（捕獲率%）

捕獲率5.3%）において最も多く捕獲された．8月4日に
D地点において，タヌキ3個体が一つのわなで同時に
捕獲された（図3）．アライグマ全個体，シベリアイタ
チ3個体は安楽死させた後，標本化処理をして福井市
自然史博物館の登録標本とした．また，11月6日に捕
獲されたタヌキは疥癬症により衰弱していたため，治
療後に標識を装着して放獣する予定であったが捕獲翌

日に死亡した．この個体も同様に登録標本とした．わ
なで捕獲した個体のほか，足羽山上にある木ノ芽茶屋
の軒下から出られなくなっていたタヌキの幼体を保護
し，他の捕獲個体同様の処置をした後，放獣した．表
6に捕獲個体の計測値を示す．また，食肉類以外では，
ハシブトガラス Corvus macrorhynchosが地点Cで1個体
捕獲され，その場で放鳥した．

図2：捕獲罠設置場所の周辺で撮影された（A）ニホンアナグマ（B地点，2015年11月26日）および（B）ハクビシン（A地点，2015年8月11日）

図3：8月4日に捕獲されたタヌキの幼体3頭 図4：捕獲罠設置場所（A地点）で撮影されたタヌキ（2015年7月5日）．
左上に捕獲わなが設置してある（楕円で囲った部分）
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4．考察

　本調査の目的は，足羽山における食肉類の生息状況
を明らかにすることに加え，個体群の形態的特徴を明
らかにすることであった．しかし，自動撮影カメラで
撮影されたハクビシンおよびニホンアナグマが捕獲さ
れなかったことから，調査結果が食肉類の生息状況を
十分に反映しているとは考えられない．また，最も多
く捕獲できたタヌキでも十分な個体数を得られなかっ
たため，個体群内の形態変異（齢変異，性変異など）
を明らかにするためには，今後も調査を継続しデータ
を追加する必要がある．
　以下では，種ごとに調査結果の考察および研究目的
を達成するための改善策，特に捕獲方法の検討を行う．

タヌキ
　捕獲したタヌキ13個体のうち，歯の萌出状態や体重
から7個体が幼体（当歳仔）であることが分かった．
トラバサミを用いた調査でも若齢個体が多く捕獲され
ることが報告されていることから（池田，1989），若
齢個体は成体と比べるとわなをあまり警戒しないため
捕獲しやすかったのかもしれない．しかし，わなの設
置場所の近辺に自動撮影カメラを設置したところ，若
齢個体と思われるタヌキがわなの中の餌に興味を示し
ながらも，わなに近づいたり離れたりして警戒してい
る様子が撮影されている（図4）．

アライグマ
　捕獲されたアライグマ4個体は全てオスで，そのう

ち9月に捕獲された2個体は幼体（当歳仔）であった．
アライグマは4月頃に出産し，当歳仔は9月から10月に
かけて分散する（横山・木下，2009）．幼体2個体は，
分散により周辺地域から足羽山に侵入した可能性があ
る．現在，アライグマは福井県全域に生息していると
考えられ，福井市周辺では特に丹生山地で増加が著し
いことが予想されている（水谷・西垣，2009）．周辺
地域での個体数増加にともない，足羽山に定着してい
る個体もいるかもしれない．
　足羽山の生物相を維持するためには，周辺地域も含
めてアライグマの生息調査を行うとともに，在来食肉
類のほか小型哺乳類，昆虫，土壌動物などに与える影
響を調査し，基礎資料を作成する必要がある． 

シベリアイタチ
　今回，捕獲されたイタチ類はすべてシベリアイタチ
の成体であった．足羽山にはニホンイタチが生息する
とされているが（福井市自然史博物館，2008），捕獲
できなかった．2014年3月にふもとの足羽4丁目でニホ
ンイタチの死体が発見されていることから（標本は福
井市自然史博物館に収蔵；標本番号FCMNH-Ma500），
現在も足羽山に生息していると考えられるが，シベリ
アイタチの生息数の増加および分布域拡大にともない
生息数を激減させている可能性がある．

ネコ
　今回の調査で，ネコはタヌキの次に捕獲数が多かっ
た．捕獲数はふもとの民家から近いA，HおよびJ地点
で多かったことから，飼い猫も含まれている可能性が

表6：足羽山で捕獲した食肉類3種の外部計測値



41

夏秋季の足羽山における食肉類の捕獲記録

あるが，ノネコか飼い猫かに関わらず，足羽山の生態
系に何らかの影響を与えている可能性が高い．

捕獲方法について
　動物個体が入っていないにも関わらず扉が閉まって
いることが27回あった．この原因として，ネズミ類な
ど箱わなの隙間から脱出可能な動物が侵入しエサをか
じったこと，あるいは木の枝などが接触したことによ
って閉まったことが考えられるほか，大型の個体がわ
なに侵入し吊りエサを引っ張った際に，体の一部が扉
の外にあったため逃げることができた可能性も考えら
れる．
　タヌキの全長は平均で74.5cm（Saeki, 2009）とされ
ているが，今回捕獲された個体はすべて平均値を下回
っており，幼体を除いた平均値は69.1cm（n=6）であ
った．また，アライグマは，原産地では全長60.0cm～
105.0cm（Zeveloff , 2002）で，日本に定着しているも
のもおおむねその範囲に収まるが（自然環境研究セン
ター，2005; 鈴木，2005），今回の捕獲個体は最大でも
79.0cmと小さめであった．足羽山に生息するタヌキ
およびアライグマの中で小型の個体，特に若齢個体が
選択的に捕獲された可能性がある．ニホンアナグマの
全長の平均値は東京都日の出町でオス78.7cm，メス
73.1cm（金子，2001）に対し山口県ではオス66.8cm，
メス60.4cm（田中，2002）と地域変異があるが，足羽
山の個体群についてはデータがない．しかし，捕獲に
関わる要因として体サイズのみを考慮すれば，幼体は
捕獲される可能性がある．ハクビシンは頭胴長および
尾長の平均値がオスでそれぞれ51.6cm，40.5cm，メ
スで51.5cm，42.0cm（Torii, 2015；静岡県における値）
である．罠に侵入しても長い尾が扉に引っかかったた
めに扉がしまらず脱出できた可能性がある．ただし，
2014年3月に行った予備調査では同じサイズの罠でハ
クビシンのメス1頭（頭胴長54.0cm，尾長45.0cm）を
捕獲している．
　本調査では，捕獲に長さ65cmの罠を用いたが，
Kaneko et al.（2014）ではアナグマを捕獲するために
長さ120cmの箱罠を用いている．サイズの大きい箱罠
は価格が高く，また重量が増加するため持ち運びに不
便であるという問題点があるが，大きい箱わなを使用
することで捕獲効率を高められるかもしれない．
　また，食肉類の捕獲には箱罠以外に足くくり罠やソ
フトキャッチ（トラバサミの挟む部分にクッションを
付けたもの）が使われており，池田（1989）はタヌキ
の捕獲をする際に数種類の捕獲用具を試し，罠の取扱
いやすさや捕獲効率のうえでトラバサミが最も効率的
だとしている．ただし，ソフトキャッチでイタチ類が
捕獲された場合に骨を折る危険性が高いなどリスクが

大きいため，金子・岸本（2004）はタヌキやキツネを
除きソフトキャッチや足くくり罠の使用は推奨できな
いとしている．
　使用する罠のメリットおよびデメリットを検討し，
安全性も考慮しながらより効率的な捕獲法を適用する
ことで，生息個体数の種間比較や足羽山の個体群の形
態的特徴を明らかにすることが可能かもしれない． 
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Trapping records of mammalian carnivores in Mt. 
Asuwa in summer and autumn 
Satoshi Suzuki

Abstract: I conducted trapping survey of mammalian 
carnivores in Mt.Asuwa from June to November, 2015. A 
total of 14 raccoon dogs, 4 raccoons, 9 Siberian weasels 
and 12 cats were trapped, while Japanese badger and 
masked palm civet were not trapped although they had 
been recognized by camera traps. Using larger box trap 
or snare trap may improve trapping effi  ciency and enable 
us to achieve the objectives of this study.

Key words: Carnivora, trapping, Mt. Asuwa


